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株式会社セルシスと株式会社エイチアイの 

共同持株会社設立（株式移転）による経営統合に関するお知らせ 

 

株式会社セルシス（以下、「セルシス」といいます。）と株式会社エイチアイ（以下、「エイチアイ」といい

ます。）は、平成 24年１月 26日に開催する予定のセルシス定時株主総会及び平成 24年１月 26日に開催する

予定のエイチアイ臨時株主総会による承認を前提として、平成 24年４月２日（予定）（以下、「効力発生日」

といいます。）をもって、共同株式移転の方法により両社の完全親会社となるアートスパークホールディング

ス株式会社（以下、「共同持株会社」といいます。）を設立すること（以下、「本株式移転」といいます。）につ

いて合意に至り、本日開催した両社の取締役会において決議しました。また、本日付で本株式移転に関する

「株式移転計画書」を共同で作成し、両社間で「経営統合に関する契約書」（以下、「統合契約書」といいま

す。）を締結いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

セルシス及びエイチアイは、新たに設立する共同持株会社の株式について、株式会社東京証券取引所（以下、

「東京証券取引所」といいます。）に新規上場申請を行う予定です。また、セルシス及びエイチアイは本株式

移転により共同持株会社の完全子会社となりますので、本株式移転の効力発生日に先立ち、セルシス株式は東

京証券取引所を、エイチアイ株式は株式会社大阪証券取引所（以下、「大阪証券取引所」といいます。）ＪＡＳ

ＤＡＱ（スタンダード）をそれぞれ上場廃止となる予定です。 

 

記 

 

１． 本株式移転による経営統合の背景及び目的等 

（１）経営統合の背景及び目的 

国内の携帯端末周辺市場においては、スマートフォン、タブレット機器、超薄型軽量のノートＰＣ等の登場

とこれらの普及、及び高速で安価なインターネット回線やストレージサービスの伸長等により、多くの人々が

豊富なデジタルコンテンツを楽しむことが出来る環境が急速に整備されつつあります。また、スマートフォン

の出荷台数及び市場シェアが急速に拡大していく中で、フィーチャーフォン（従来型の多機能携帯端末）の出

荷量は減少が続き、今後の携帯端末市場の中心はスマートフォンへと移行していくことが予想されております。 

両社は、これまでフィーチャーフォンの領域を事業基盤とし、セルシスはアプリケーションレイヤーで、エ

イチアイはミドルウェアレイヤーで、デファクトスタンダードを勝ち取ってきており、それぞれの市場領域に

おいて揺ぎ無いビジネスポジションを築いてまいりました。しかしながら、上記の事業環境の変化の中、両社

はそれぞれの事業モデルが転換期にさしかかってきており、かかる変化を新たな成長機会として捉えて企業価

値を継続的に向上させるためには、相互にシナジーのある技術力とビジネスポジションを持つ両社が経営統合
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し、共通の理念と戦略の下に、経営資源を結集して変化に適応できる事業総合力を獲得することが最良である

との結論に至りました。 

本株式移転による経営統合により、共同持株会社は、経営資源である人材、資金、知的財産、情報を横断的

に有効活用することによって、既存事業領域における拡張と新規事業の創出を進めてまいります。より具体的

には、グラフィックスという共通のコア技術に基づく研究開発型企業である両社が、研究開発の共同化、要素

技術の相互利用等により、セルシスの強みである二次元グラフィックスにおけるアプリケーション技術とエイ

チアイの強みである三次元グラフィックスにおけるミドルウェア技術、デザイン力等を融合し、製品群を多様

化するとともに、従来の両社のビジネスモデルの枠を超えた、新たな事業領域の創出を行い、今後益々隆盛す

るリッチグラフィックコンテンツ、ユーザーインターフェースの制作から流通に関わるソリューションの開発

と提供に邁進してまいります。そして、中長期的には、デジタルコンテンツの活用シーンが拡大する局面にお

いて多様な製品、サービス、アプリケーションを集積し、新たなビジネスモデルを構築することでグループの

企業価値の最大化を目指してまいります。 

 

（２）経営統合の効果 

① 相互事業の売上拡大 

・コア技術の相互活用による製品・サービスラインアップの拡充と顧客満足の実現 

・両社が今まで蓄積したノウハウ・人材を結集することによる開発技術力、営業力の向上 

 

② 投資の選択と集中 

・一貫した戦略技術投資による開発負担の軽減と新事業創出機会の拡大 

 

③ 重複分野の合理化による生産性向上 

・両社の事業構造改革、組織の統廃合等による効率化の推進により、生産性・収益性の高いオペレー

ションの実現 

 

（３）経営統合後の基本方針 

共同持株会社の組織（人員）・機能は必要最小限とし、迅速な意思決定の下、統合によるシナジー効果の

最大化を実現するために最適な事業編成と人材の配置を行う予定です。現行事業の業務執行は、当面の間、

子会社となるセルシスとエイチアイが継続して行いますが、共同持株会社は、収益性・将来性、技術リ

ソース、人材リソース等の見極めを行い、中長期的に新たなグループ経営体制の構築を目指してまいりま

す。 

 

２．本株式移転の要旨 

（１）本株式移転の日程 

定時株主総会基準日（セルシス） 平成 23年 10月 31日 

株式移転計画承認取締役会（両社） 平成 23年 11月 25日 

株式移転計画作成及び統合契約書締結（両社） 平成 23年 11月 25日 

監理銘柄（確認中）指定日（エイチアイ） 平成 23年 11月 25日 

臨時株主総会基準日設定公告（エイチアイ） 平成 23年 12月５日（予定） 

臨時株主総会基準日（エイチアイ） 平成 23年 12月 20日（予定） 

株式移転計画承認定時株主総会（セルシス） 平成 24年 １月 26日（予定） 

株式移転計画承認臨時株主総会（エイチアイ） 平成 24年 １月 26日（予定） 

整理銘柄指定日（エイチアイ） 平成 24年 １月 26日（予定） 

東京証券取引所上場廃止日（セルシス） 平成 24年 ３月 28日（予定） 

大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）上場廃

止日（エイチアイ） 
平成 24年 ３月 28日（予定） 

共同持株会社設立登記日（効力発生日） 平成 24 年 ４月 ２日（予定） 
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共同持株会社上場日 平成 24 年４月２日（予定） 

    ただし、今後手続きを進める中で、やむを得ない状況等が生じた場合には、両社協議の上、日程を変    

更する場合があります。 

 

（２）本株式移転に係る割当ての内容 

会社名 セルシス エイチアイ 

株式移転比率 １ １．０５ 

 （注１）株式の割当比率 

セルシスの株式 1 株に対して共同持株会社の株式 100 株を、エイチアイの株式 1 株に対して共同持株会社の

株式 105 株をそれぞれ割当て交付します。ただし、上記株式移転比率は、算定の基礎となる諸条件に重大な変更

が生じた場合は、両社協議の上、変更することがあります。なお、共同持株会社は、100 株を１単元とする単元株

制度の採用を予定しております。 

 （注２）共同持株会社が本株式移転により交付する新株式数（予定） 

 普通株式 6,635,570株 

上記は、セルシスの発行済株式総数 33,833 株（平成 23 年 10 月 31 日時点）及びエイチアイの発行済株式総

数 30,974株（平成 23年９月 30日時点）を前提として算出しております。なお、両社は、効力発生日の前日まで

に、それぞれが保有する自己株式のうち、実務上可能な範囲の株式を消却することを予定しているため、共同持

株会社が交付する新株式数は変動することがあります。また、効力発生日の直前までにセルシス又はエイチアイ

の新株予約権等の行使等がなされた場合は、各社の発行済株式総数が変化するため、共同持株会社が交付する新

株式数が変動することがあります。 

 （注３）単元未満株式の取扱いについて 

本株式移転により、１単元（100 株）未満の共同持株会社の株式（以下、「単元未満株式」といいます。）の割

当てを受けるエイチアイの株主の皆様につきましては、その保有する単元未満株式を東京証券取引所その他の金

融商品取引所において売却することはできません。そのような単元未満株式を保有することとなる株主の皆様は、

会社法第 192 条第１項の規定に基づき、共同持株会社に対し、自己の保有する単元未満株式を買い取ることを請

求することが可能です。 

 

（３）本株式移転に係る割当ての内容の算定根拠等 

① 算定の基礎 

セルシス及びエイチアイは、本株式移転に用いられる株式移転比率の算定にあたって公正性を期すため、   

セルシスは有限責任監査法人トーマツ（以下、「トーマツ」といいます。）を、エイチアイは野村證券株

式会社（以下、「野村證券」といいます。）を第三者算定機関に任命し、それぞれ本株式移転に用いられ

る株式移転比率の算定を依頼し、株式移転比率算定書を受領いたしました。 

  

トーマツは、両社について市場株価法及びディスカウンテッド･キャッシュフロー法（以下、「ＤＣＦ

法」といいます。）を採用して算定を行いました。トーマツによる算定結果の概要は以下のとおりです。

なお、下記の株式移転比率の評価レンジは、セルシスの普通株式１株に対する、エイチアイの普通株式

の評価レンジを記載したものです。 

 

 採用手法 株式移転比率の評価レンジ 

①  市場株価法 １．０１～１．０５ 

②  ＤＣＦ法 ０．７３～１．１３ 

 

なお、市場株価法については、平成 23 年 11 月 24 日を算定基準日として、算定基準日の終値、算定基

準日から遡る１週間、１ヶ月間、３ヶ月間及び６ヶ月間の終値平均株価を採用いたしました。 

トーマツは、株式移転比率の算定に際して、セルシス及びエイチアイの両社から提供を受けた情報及び
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一般に公開された情報等を原則としてそのまま採用し、それらの資料及び情報等が、全て正確かつ完全

なものであることを前提としており、独自にそれらの正確性及び完全性の検証を行っておりません。ま

た、両社とその関係会社の資産又は負債（偶発債務を含みます。）について、個別の各資産及び各負債を

含め、独自に評価、鑑定又は査定を行っておりません。加えて、両社の財務予測（利益計画及びその他

の情報を含みます。）については両社の経営陣による現時点で可能な最善の予測であり協議・判断に基づ

き合理的に作成されたことを前提としております。トーマツによる株式移転比率の算定は、平成 23年 11

月 24 日現在までの上記情報等を反映したものであります。なお、トーマツが提出した株式移転比率の算

定結果は、本株式移転における株式移転比率の公正性について意見を表明するものではありません。 

 

一方、野村證券は、両社株式に市場株価が存在することから市場株価平均法による算定を行うと同時   

に、両社について類似会社比較法及びＤＣＦ法による算定を行いました。野村證券による算定結果の概

要は以下のとおりです。なお、下記の株式移転比率の算定レンジは、セルシスの普通株式１株に対する、

エイチアイの普通株式の算定レンジを記載したものです。 

 

 採用手法 株式移転比率の評価レンジ 

①  市場株価平均法 １．０１～１．０５ 

②  類似会社比較法 ０．５６ 

③  ＤＣＦ法 ０．８４～１．０２ 

 

なお、市場株価平均法については、平成 23 年 11 月 24 日を算定基準日として、算定基準日の終値、算

定基準日から遡る１週間、１ヶ月間、３ヶ月間及び６ヶ月間の終値平均株価を採用いたしました。 

野村證券は、株式移転比率の算定に際して、両社から提供を受けた情報及び一般に公開された情報等を   

原則として採用し、採用したそれらの資料及び情報等が、全て正確かつ完全なものであることを前提と

しており、独自にそれらの正確性及び完全性の検証は行っておりません。また、両社とその関係会社の

資産又は負債（簿外資産及び負債、その他偶発債務を含みます。）について、独自に評価、鑑定又は査定

を行っておらず、第三者機関への鑑定又は査定の依頼も行っておりません。加えて、両社の財務予測

（利益計画、及びその他の情報を含みます。）については両社の経営陣により現時点で得られる最善の予

測と判断に基づき合理的に作成されたことを前提としております。 

なお、トーマツ及び野村證券がＤＣＦ法の前提としたセルシスの利益計画は、営業利益、経常利益及び

当期純利益について、大幅な増益を見込んでいる事業年度があります。これは、セルシスの主要事業の 1

つであるクリエイターサポート事業において、当該事業の機軸として CLIP 事業を推進することにより、

売上・利益の拡大を見込んでいるためです。 

また、トーマツ及び野村證券がＤＣＦ法の前提としたエイチアイの利益計画は、営業利益、経常利益及

び当期純利益が黒字化することを予想しており、大幅な増益を見込んでいる事業年度があります。これ

は、エイチアイが従来から戦略として推し進めてきた携帯端末以外のデジタル家電分野等への事業展

開・拡大により、順調に業績回復が期待でき、その後もミドルウェア事業の売上・利益の拡大を見込ん

でいるためです。 

 

② 算定の経緯 

上記のとおり、セルシスはトーマツに、エイチアイは野村證券に、それぞれ本株式移転に用いられ   

る株式移転比率の算定を依頼し、当該第三者算定機関による算定結果を参考に、それぞれ両社の財務の

状況、資産の状況、将来の見通し等の要因を総合的に勘案し、両社で株式移転比率について慎重に協議

を重ねた結果、最終的に上記株式移転比率が妥当であり、両社の株主の利益に資するものであると判断

し、本日開催された両社の取締役会において本株式移転における株式移転比率を決定し、合意いたしま

した。 

なお、株式移転比率は、算定の根拠となる諸条件について重要な変更が生じた場合、両社の協議により

変更することがあります。 
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③ 算定機関との関係 

第三者算定機関であるトーマツ及び野村證券は、いずれもセルシス又はエイチアイの関連当事者には該

当せず、本株式移転に関して記載すべき重要な利害関係を有しません。 

 

（４）完全子会社となる会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

本株式移転に際して、セルシス及びエイチアイが既に発行している新株予約権については、各新株予約

権の内容及び株式移転比率を踏まえ、各新株予約権者に対し、その保有する各新株予約権に代わる共同

持株会社の新株予約権を割当て交付いたします。 

なお、セルシス及びエイチアイは新株予約権付社債を発行しておりません。 

 

（５）完全子会社となる会社の自己株式に関する取扱い 

セルシス及びエイチアイは、本日時点において自己株式を保有しておりません。ただし、今後、本株式

移転に関して行使される反対株主の株式買取請求に係る株式の買取り等によって自己株式を取得するこ

とになった場合には、効力発生日の前日までに、それぞれが保有する自己株式を消却する予定でありま

す。 

 

（６）共同持株会社の新規上場に関する取扱い 

セルシス及びエイチアイは、新たに設立する共同持株会社の株式について、東京証券取引所に新規上場

を行う予定であります。上場日は、東京証券取引所の規則等に基づいて決定されますが、効力発生日で

ある平成 24 年４月２日を予定しております。また、新たに設立する共同持株会社の株式は、株式会社大

阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）へは上場いたしません。 

本株式移転によりセルシス及びエイチアイは共同持株会社の完全子会社となりますので、共同持株会社

の上場に先立ち、平成 24 年３月 28 日に、セルシス株式は東京証券取引所を、エイチアイ株式は大阪証

券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）をそれぞれ上場廃止となる予定であります。なお、上場廃止の

期日につきましては、東京証券取引所及び大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）の各規則に基

づいて決定されます。 

 

（７）共同持株会社の配当について 

共同持株会社の年間配当の金額につきましては、これまでのセルシス及びエイチアイの配当方針、配当

水準、今後の共同持株会社の業績等を総合的に勘案して決定することを予定しております。 

 

（８）共同持株会社設立前の基準日に基づく両社の配当について 

セルシスの平成 23年 10月期の配当に関しましては、セルシスによる平成 23年 11月 25日付「平成 23

年 10月期決算短信」の「２.配当の状況」をご覧下さい。 

エイチアイの平成 24年３月期の配当に関しましては、エイチアイによる平成 23年 11月 11日付「平成

24年 3月期第２四半期決算短信」の「２.配当の状況」をご覧下さい。 

 

 

３．本株式移転の当事会社の概要  

（１） 商 号 株式会社セルシス 株式会社エイチアイ 

（２） 本 店 所 在 地 

東京都新宿区西新宿四丁目 15番 7号

パシフィックマークス新宿パークサイ

ド 2階 

東京都目黒区東山一丁目 4番 4号 

目黒東山ビル 5階 

（３） 
代 表 者 の 

役 職 ・ 氏 名 

代表取締役社長 

野﨑 愼也 

代表取締役社長 

川端 一生 

（４） 事 業 内 容 クリエイターサポート事業 ミドルウェアの企画・開発・ライセ
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電子書籍サポート事業 ンス販売・サポート 

コンテンツ及びサービスの企画・制

作・運用 

（５） 資 本 金 
907百万円 

(2011年 10月末日現在) 

1,205百万円 

(2011年９月末日現在) 

（６） 設 立 年 月 日 1991年５月１日 1989年４月 17日 

（７） 発 行 済 株 式 数 
33,833株 

(2011年 10月末日現在) 

30,974株 

(2011年９月末日現在) 

（８） 決 算 期 10月 31日 ３月 31日 

（９） 従 業 員 数 
139名 

(2011年 10月末日現在) 

163名（連結） 

(2011年３月末日現在) 

（10） 主 要 取 引 先 
KDDI株式会社 

NTTソルマーレ株式会社 

株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ 

ブラザー工業株式会社 

KDDI株式会社 

（11） 主 要 取 引 銀 行 

株式会社三菱東京 UFJ銀行 

株式会社みずほ銀行 

株式会社三井住友銀行 

株式会社りそな銀行 

株式会社三菱東京 UFJ銀行 

株式会社みずほ銀行 

株式会社三井住友銀行 

株式会社りそな銀行 

（12） 
大 株 主 及 び 

持 株 比 率 

川上 陽介        7.28％ 

日本マスタートラスト信託銀行株式会

社（信託口）            5.62％ 

小杉 誠                 4.06％ 

株式会社バンダイナムコホールディン

グス                3.10％ 

東映アニメーション株式会社 

                         3.00％ 

ガイアホールディングス株式会社 

                2.66％ 

株式会社ドワンゴ       2.66％ 

野村信託銀行株式会社（投信口） 

2.40％ 

兼松グランクス株式会社   

              2.21％ 

株式会社サンライズ       2.21％ 

株式会社トムス・エンタテインメント 

2.21％ 

(2011年 10月末日現在)  

有限会社川端本舗        9.03％ 

川端 一生           6.09％ 

株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコ 

モ                  5.94％ 

株式会社ディー・エヌ・エー 

               5.16％ 

株式会社ドコモ・ドットコム 

               4.90％ 

キヤノン株式会社        3.87％ 

ダイワボウ情報システム株式会社 

               3.22％ 

ガイアホールディングス株式会社 

2.71％ 

矢部 幸喜           1.47％ 

エイチアイ従業員持株会    1.08％ 

(2011年９月末日現在) 

（13） 当事会社間の関係等 

 

 

 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

 

 

 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

 

 

 

取 引 関 係 該当事項はありません。 
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関連当事者への 

該 当 状 況 
該当事項はありません。 

（14） 最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期 

セルシス（単体） エイチアイ（連結） 

2009年 

10月期 

2010年 

10月期 

2011年 

10月期 

2009年 

３月期 

2010年 

３月期 

2011年 

３月期 

 売 上 高 2,695 2,721 2,702 1,917 2,258 2,210 

 営 業 利 益 475 507 457 △100 67 115 

 経 常 利 益 474 504 444 △103 52 102 

 当 期 純 利 益 272 295 228 △275 △54 76 

 純 資 産 1,886 2,175 2,654 1,951 1,903 2,187 

 総 資 産 2,369 2,698 3,399 2,199 2,065 2,534 

 １株当たり当期純利益(円) 9,141.32 9,740.13 7,059.28 △9,652.38 △1,897.07 2,577.05  

 １ 株 当 た り 配当金(円) 900 1,000 1,000 - - - 

 １株当たり純資産 (円 ) 61,810.89 70,503.14 77,837.47 68,399.25 66,669.81 70,640.68 

（単位：百万円。特記しているものを除く。） 

 

４．本株式移転により新たに設立する会社の状況  

（１） 商 号 
アートスパークホールディングス株式会社 

（英文名：ArtSpark Holdings Inc. ） 

（２） 事 業 内 容 

クリエイターサポート事業、電子書籍サポート事業、ミドルウェアの企

画・開発・ライセンス販売・サポート、コンテンツ及びサービスの企画・

制作・運用等を行う会社の経営管理及びそれに付帯又は関連する事業等 

（３） 本 店 所 在 地 
東京都新宿区西新宿四丁目 15番７号パシフィックマークス新宿パークサ

イド 2階 

（４） 
代 表 者 及 び 役 員 

の 就 任 予 定 

代表取締役会長 川端 一生 エイチアイ 代表取締役社長 

代表取締役社長 村上 匡人 セルシス 取締役 

取締役 川上 陽介 セルシス 顧問 

取締役 伊藤 賢 セルシス 取締役 

取締役 青山 智信 エイチアイ 取締役 

取締役 星 和彦 エイチアイ 取締役 

監査役（常勤） 渡辺 優 セルシス 監査役（常勤） 

監査役 大澤 孝 エイチアイ 監査役（常勤） 

監査役 小高 正裕 セルシス 監査役 

（５） 資 本 金 10億円 

（６） 純 資 産 未定 

（７） 総 資 産 未定 

（８） 事 業 年 度 の 末 日 12月 31日 

（９） 会 計 処 理 の 概 要 

本株式移転に伴う会計処理は、企業結合会計基準における「取得」に該当

し、パーチェス法を適用することが見込まれており、共同持株会社の連結

決算において負ののれんが発生する見込みですが、現時点では金額を見積

もることができないため、金額につきましては確定次第お知らせいたしま

す。 

（10） 今 後 の 見 通 し 
今後両社にて、経営統合後の業績予想を検討してまいります。設立初年度

（平成 24年４月２日から平成 24年 12月 31日まで）の業績予想につきま
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しては、決定次第お知らせする予定です。 

 

 (参考) セルシス当期業績予想及び前期実績       （単位：百万円） 

 単体売上高 単体営業利益 単体経常利益 単体当期純利益 

当期業績予想 

(平成 24年 10月期) 
2,863 406 400 214 

前期実績 

(平成 23年 10月期) 
2,702 457 444 228 

 

 

(参考) エイチアイ当期業績予想及び前期実績                   （単位：百万円） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益 

当期業績予想 

（平成 24年３月期） 
2,060 △200 △200 △205 

前期実績 

（平成 23年３月期） 
2,210 115 102 76 

 

 

以 上 


